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注意；損傷状況写真は道路橋の事例を掲載 
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参考 8-1 

 

「広島新交通システム点検マニュアル」に従って，部材単位での健全性の診断を行う場合の参考となるよ

う，典型的な変状例に対して，判定にあたって考慮すべき事項の例を紹介するものである．なお，各部材の

状態の判定は，橋の構造形式や架橋条件によっても異なるため，実際の点検においては，対象の橋の条件を

考慮して適切な区分に判定する必要がある．「広島新交通システム点検マニュアル」における部材毎の判定の

区分を表５．１に示す． 

表-１ 判定区分 

区分 状態 

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態。 

Ⅱ 予防保全段階 
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ず

ることが望ましい状態。 

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態。 

Ⅳ 緊急措置段階 
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊

急に措置を講ずべき状態。 

※点検時に、うき・はく離等があった場合は、第三者被害予防の観点から応急的に措置を実施した上で上記

Ⅰ～Ⅳの判定を行うこととする。 

※詳細調査を行わなければ、Ⅰ～Ⅳの判定が適切に行えない状態と判断された場合には、その旨を記録する

とともに、速やかに詳細調査を行い、その結果を踏まえてⅠ～Ⅳの判定を行うこととなる。 

（その場合、記録表には、要詳細調査の旨を記録しておくこと。） 

本資料では,下表に示す変状の種類別に,参考事例を紹介している． 

 

表-2 変状の種類 

鋼部材 コンクリート部材 その他 

①腐食 

②亀裂 

③破断 

⑦その他 

④ひびわれ 

⑤床版ひびわれ 

⑦その他 

 

⑥支承の機能障害 

⑦その他 
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